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支台歯形成経験のない歯学部学生 20 人を 2 つの群に分け、各群が⑦ 6⑤|ブリッジの軸面形成について 2 種類の
形成トレーニングを行った。
まず、各群ともトレーニング前の形成として立主副ブリッジの軸面形成を 1 回行った。その後、第 1 群 CSupport
群)は支台歯形成支援装置を用いた形成トレーニングを 3 回、第 2 群 CFreehand 群)は支援装置を用いずにフリー
ハンドによる形成トレーニングを 3 回行った。最後に、各群ともトレーニング後の形成として① 6 (5)|ブリッジの軸
面形成を 1 回行った。
学生の形成技術の習得度を評価するために、形成歯のテーパ一角度と歯軸の平行性、形成歯形態の適正度について、
形成トレーニング中、形成トレーニング前後、トレーニング後の形成における Support 群と Freehand 群の形成の比
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較を行った。
研究 II : Motion Capture 法を用いた形成操作の軌跡評価

























その教育効果を検討した。また、 Motion Capture 法を応用した形成操作の軌跡評価を行うことによって学生の形成
技能の特徴と傾向を検討した。
その結果、支台歯形成支援装置を用いた形成トレーニングおよび Motion Capture 法を応用した形成操作の軌跡評
価は、支台歯形成実習において学生に対し効率的な技術指導と形成訓練を行うための有用な方法であることが示され
た。
以上のことから、本研究は歯科治療を行う上で有益な情報を提示するものであり、博士(歯学)を授与するに値す
るものと言翠める。
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